別記様式1 
技術提案書（技術論文）の作成者の選定
及びヒアリングへの参加要請の通知書
文書番号
令和　　年　　月　　日
住所
商号又は名称
代表者氏名　　　　　　　　　　　殿
東日本高速道路株式会社
　　支社　　　　事務所
契約責任者　　　　　　
業務名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　令和○年○月○日付けで貴社から提出のあった標記業務に係る参加表明書について、審査の結果、技術提案書（技術論文）の作成者として選定されたので通知するとともに、手続開始公示説明書6-2に基づくヒアリングへの参加を要請します。
記
1.　ヒアリングの実施日時、場所及び出席者
　　(1)実施日　　令和　年　月　日（　）　時　分～　時　分
　　　　1)　時　分　　　　　　集合（当日は○○課で受付を行ってください）
　　　　2)　時　分～　時　分　ヒアリングに係る説明及び質疑応答
　　　　3)　時　分～　時　分　ヒアリング
　　(2)実施会場　　東日本高速道路株式会社　　支社　　　　事務所会議室
(3)ヒアリングへの出席者　　配置予定管理技術者
2.　技術提案書（技術論文）の設問は次のとおりとします。
　　　設問1)
　　　設問2)
3.　配置予定技術者が作成した技術提案書（技術論文）は、ヒアリング時に○部を持参し、提出してください。
4.　ヒアリングに参加しなかった場合（やむを得ない理由を除く）、技術提案書（技術論文）を持参しなかった場合、設問に対する記述が一切ない場合は、当該技術提案書（技術論文）及び見積者として特定しません。
5.　技術提案書（技術論文）の作成及びヒアリングへの参加辞退は自由であり、辞退しても、それにより不利益な取り扱いは行いません。
6.　技術提案書（技術論文）の作成及びヒアリングに要する費用は選定者の負担とします。
7.　見積者特定の通知は、令和　年　月　日までに行います。
8.　技術提案書（技術論文）の作成及びヒアリングに参加した者のうち、見積者として特定しなかった者に対しては、特定されなかった旨及びその理由を書面により通知します。
9.　特定されなかった者は、令和　年　月　日までに書面により契約責任者に対して、非特定理由について説明を求めることができます。
10.　非特定理由についての説明を求められたときの回答は、令和　年　月　日までに書面により行います。
以　　上

参考様式
技術提案書（技術論文）
（業務名）○○自動車道　○○地区施工管理業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（会社名）○○株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏名）○○　○○　　　
（ヒアリング日）令和○年○月○日（○）　　　　　　　

【設問1】
○○について留意すべき点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【回答１】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
300字～600字程度






（1/2）

【設問２】
○○について留意すべき点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【回答２】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
300字～600字程度
















（2/2）


[bookmark: _2_非_選]
別記様式2 
	
非 選 定 理 由 通 知 書
文書番号
令和　　年　　月　　日
住所
商号又は名称
代表者氏名　　　　　　　　　　　殿
東日本高速道路株式会社
　　支社　　　　事務所
契約責任者　　　　　　


業務名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


令和○年○月○日付けで貴社から提出のあった標記業務に係る参加表明書について、審査の結果、技術提案書（技術論文）の作成者として選定されませんでしたので通知します。


記

	非選定理由　
	（例1）
「○○○○」が相対的に低かったため非選定となっております。
（例2）
競争参加資格「○○○○」を満たしていないため非選定となっております。



　非選定の通知を受けた者は、書面（様式自由）により当職に対して非選定理由の説明を求めることができます。
　非選定理由の説明請求の受付窓口について
　1)受付窓口　　　東日本高速道路株式会社　　支社　　　　　事務所
　　　　　　　　　住　　所：
　　　　　　　　　電話番号：

　2)受付期間　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日（土曜日、日曜日及び祝日を除く）の午前１０時から午後４時


以　　上







[bookmark: _Toc31386141]3　回答書
別記様式3 
	
回　答　書
文書番号
令和　　年　　月　　日
住所
商号又は名称
代表者氏名　　　　　　　　　　　殿
東日本高速道路株式会社
　　支社　　　　事務所
契約責任者　　　　　　

業務名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和　　年　　月　　日付で、貴社から提出のあった標記業務に関する非選定理由に係る説明請求に対して、次のとおり回答します。

記

　1.非選定理由に係る説明請求内容
　　「非選定理由通知書」（令和　　年　　月　　日付　　　　第　号）の説明

　2.説明請求に対する回答
　　（回答例）
　　　「技術提案書（技術論文）の作成者を選定するための基準」のうち、配置予定管理技術者の業務経験について、相対的に低かったため、非選定となっております。

　3.再説明請求
　　本回答を受けた者は、書面により当職に対して非選定理由の再説明を求めることができます。
　非選定理由の再説明請求の受付窓口について
　1)受付窓口　　　東日本高速道路株式会社　　支社　　　　　事務所
　　　　　　　　　住　　所：
　　　　　　　　　電話番号：

　2)受付期間　　　本回答の通知日から令和　年　月　日（土曜日、日曜日及び祝日を除く）の午前１０時から午後４時

　3)再説明請求に対する回答は、○○地区入札監視委員会を経て回答を行うものとする。

以　　上






[bookmark: _4_見積者の特定通知について][bookmark: _Toc31386142]4　特定通知書
別記様式4 
特定通知書
文書番号
令和　　年　　月　　日
住所
商号又は名称
代表者氏名　　　　　　　　　　　殿
東日本高速道路株式会社
　　支社　　　　事務所
契約責任者　　　　　　



業務名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　令和　年　月　日に貴社から提出された標記業務の参加表明書及び技術提案書（技術論文）の審査を行った結果、最も優れていると認められ見積者として特定しましたので通知します。
　なお、見積合わせは次のとおり行います。


1.　見積合わせの実施日時及び場所
　　(1)実施日　　令和　年　月　日（　）　時　分
　　(2)実施場所　東日本高速道路株式会社　　支社　　　　事務所

　2.　見積合わせの留意事項
　　　見積者が契約制限価格の範囲内において見積を行わず、不調となったときは、見積者を除く、本業務の技術提案書（技術論文）を特定するための評価基準に基づく審査結果の中から最も優れた者を特定し、見積者として決定します。

以　　上


[bookmark: _5_非_特][bookmark: _Toc31386143]5　非特定理由通知書
別記様式5 
	
非 特 定 理 由 通 知 書
文書番号
令和　　年　　月　　日
住所
商号又は名称
代表者氏名　　　　　　　　　　　殿
東日本高速道路株式会社
　　支社　　　　事務所
契約責任者　　　　　　


業務名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


先に提出のあった標記業務に係る参加表明書及び技術提案書（技術論文）について、審査の結果、見積者として特定されませんでしたので通知します。
なお、見積者として特定された者の見積合わせの結果、見積者が契約制限価格の範囲内での見積がされず契約の相手方とならなかったときは、見積者を除き参加表明書及び技術提案書（技術論文）の評価において、最も優れた者を見積者として特定することとなります

記

	非特定理由　
	（例）
「○○○○」が相対的に低かったため非特定となっております。




　非特定の通知を受けた者は、書面により当職に対して非特定理由の説明を求めることができます。
　非特定理由の説明請求の受付窓口について
　1)受付窓口　　　東日本高速道路株式会社　　支社　　　　　事務所
　　　　　　　　　住　　所：
　　　　　　　　　電話番号：

　2)受付期間　　　令和　年　月　日から令和　年　月　日（土曜日、日曜日及び祝日を除く）の午前１０時から午後４時


以　　上







[bookmark: _Toc31386144]6　回答書
別記様式6 
	
回　答　書
文書番号
令和　　年　　月　　日
住所
商号又は名称
代表者氏名　　　　　　　　　　　殿
東日本高速道路株式会社
　　支社　　　　事務所
契約責任者　　　　　　


業務名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和　　年　　月　　日付で、提出のあった標記業務に関する非特定理由に係る説明請求に対して、次のとおり回答します。

記

　1.非特定理由に係る説明請求内容
　　「非特定理由通知書」（令和　　年　　月　　日付　　　　第　号）の説明

　2.説明請求に対する回答
　　（回答例）
　　　「技術提案書（技術論文）を特定するための評価基準」のうち、業務への取組姿勢が相対的に低かったため、非特定となっております。

　3.再説明請求
　　本回答を受けた者は、書面により当職に対して非特定理由の再説明を求めることができます。
　非特定理由の再説明請求の受付窓口について
　1)受付窓口　　　東日本高速道路株式会社　　支社　　　　　事務所
　　　　　　　　　住　　所：
　　　　　　　　　電話番号：

　2)受付期間　　　本回答の通知日から令和　年　月　日（土曜日、日曜日及び祝日を除く）の午前１０時から午後４時

　3)再説明請求に対する回答は、○○地区入札監視委員会を経て回答を行うものとする。

以　　上






[bookmark: _Hlk161778896]質問書参考様式

	業務名
	○○自動車道　○○地区施工管理業務



	番号
	質問箇所
	質　問　事　項

	１
	

	

	２
	

	

	３
	

	

	４
	

	

	５
	

	


※質問数が５問以上の場合は、適宜、行を追加すること。



